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４．解析方法 
搬器の乗客の有無やセーフティバーの使用／未使

用を解析する方法として、エッジ検出、矩形検出、パ

ターンマッチング等の方法が考えられるが、スキー場

を想定した場合、背景は白系、緑系、茶系のいずれか

が主となることが想定されるため、コントラストの差

分で判定する方法を用いて評価試験をすることとし

た。また、試作では、コントラスト比を高めるため、

試験的に搬器の座面やセーフティバーへのマーキン

グを検討している（図３）。 
 

     
図３ マーキング 

まず、入力された映像から搬器を抽出する。抽出方

法は、支柱等に設置されたカメラの画角から、搬器が

映る部分を特定し、そのエリアを矩形抽出する（図

４）。 

   
図４ 矩形抽出 

矩形抽出した画像は、輝度成分に基づき白黒変換

し、画像をメッシュ状に細分化したうえで、Ｘ座標（横

ピクセル）ごとにＹ座標（縦ピクセル）の輝度の総和

を積算する（図５）。 
これにより、コントラストをパターン化し、パター

ンを解析することにより各フレーム画像に対して搬

器の有無を判定する（図６）。 
 

 
図５ 輝度成分積算 

 
図６ 搬器検出時に想定されるパターン 

 搬器に乗客が乗車中の場合には、図７のように乗客

の上半身の輝度が加わったパターン、セーフティバー

未使用時の場合には、図８のようなパターンとなるこ

とから、パターンを解析することで乗車の有無やセー

フティバーの使用の有無を判定する。 

 
↓ 

 
図７ 乗車中搬器画像に想定されるパターン 

     
                ↓ 

               
図８ セーフティバー画像に想定されるパターン 

５．まとめ 
索道搬器からの落下事故を防止することを目的と

して、現在、検討を進めているチェアリフト搬器セー

フティバーモニタリング装置の概要を述べた。 
今後、試作した装置を用いて、パラメータ調整のた

めの予備試験を行ったうえで、実際のチェアリフトを

用いた評価試験を行うこととしている。 
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No. ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄの種別 原因種別 ( ITTAB ) 原因の内容 ( ITTAB ) ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ発生
頻度(%) ※2

1 脱索  External to lift （外的要因）  Wind （風） 5 9

2 脱索
 Behavior of passenger transported
（乗客の挙動）

 Bad unloading ( passenger not paying attention )
（降車時における乗客の不注意）

4 7

3 脱索
 Behavior of passenger transported
（乗客の挙動）

 Bad unloading ( passenger fell down )
（降車時における乗客の転倒、転落）

3 5

4 脱索  Line equipment （線路上構造物）
 Line sheave damage/failure
（線路上の索輪の損傷／故障）

3 5

5 握放索不完全
 Behavior of operator or mechanic
（運転者あるいは保守係員の挙動）

 Bad maintenance（整備不良） 2 2 (-)

6 施設障害  Line equipment （線路上構造物）
 Damage/failure of structure (includes towers)
（構造物の損傷／故障（支柱を含む））

2 (-)

7 施設障害  Line equipment （線路上構造物）  Sheave train damage/failure（滑車の損傷／故障） 2 (-)

8 搬器故障  Vehicles（車両）※1  Grip （握索装置） 5 9

9 搬器故障  Vehicles（車両）※1  Hanger assembly damage or failure
（ﾊﾝｶﾞｰの損傷／故障）

2 (-)

10 搬器逆走  Mechanical components （機械部品）  Brake damage or failure（制動装置の損傷／故障） 3 3 5

55

　※1：搬器にハンガーおよび握索装置（あるいは接続装置）を取り付けた状態をいう。
　※2：全ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ件数（56件）に対する発生頻度 （ 5%以上を記載 ）

合　計

15

ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ件数

4

7

31
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ﾊｰﾄﾞ面 ｿﾌﾄ面

1 脱索  Wind （風）

・防風ﾈｯﾄなどの防風設備の設置
・搬器の動揺減衰装置の導入
・脱索事前検知装置の設置
・脱索防止装置の設置など

・風特性および搬器の特性を考慮した
適切な運転限界風速の設定
・強風時の運行監視体制の強化など

2 脱索
 Bad unloading ( passenger not paying attention )
（降車時における乗客の不注意）

・搬器の動揺減衰装置の導入
・脱索事前検知装置の設置
・脱索防止装置の設置など

・係員の対応の改善（降車時の監視体
制の徹底）
・乗客への注意喚起方法の改善（正し
い降車方法の啓蒙）
・係員教育の充実（降車時の安全運行
についての意識の徹底）など

3 脱索
 Bad unloading ( passenger fell down )
（降車時における乗客の転倒、転落）

・搬器の動揺減衰装置の導入
・脱索事前検知装置の設置
・脱索防止装置の設置など

・係員の対応の改善（降車時の監視体
制の徹底）
・乗客への注意喚起方法の改善（正し
い降車方法の啓蒙）
・係員教育の充実（降車時の安全運行
についての意識の徹底）など

4 脱索
 Line sheave damage/failure
（線路上の索輪の損傷／故障）

・索輪の材質および形状の変
更・強化（摩耗および劣化進行
の少ない索輪部品への材質変更
および肉厚を上げるなどの形状
変更）など

・線路上の索輪の整備・点検体制の強
化（索輪のｺﾞﾑﾗｲﾅｰの摩耗・劣化進行に
伴う索輪の損壊、索輪のﾗｲﾅｰ交換時の
索輪脱着不良などに対する管理体制の
強化）など

脱索防止のための方策例

No. ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄの
種別

原因の内容 ( ITTAB )

検出装置検出装置
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 索道の安全を確保するための握索装置の試験 

 
 
 

交通システム研究領域 ※日岐 喜治  千島 美智男  森 裕貴  佐藤久雄 
 
 
 

１．はじめに 
(独)交通安全環境研究所（以下「交通研」という）

は、我が国唯一の索道試験機関である。 
ロープウェイ、リフトにおいて、ロープをつかむ索

道用握索装置（以下「握索装置」という）は、安全上

極めて重要な装置であり、交通研では、握索装置の索

道技術基準省令及び索道施設設計標準・管理標準への

適合性について試験を実施している。本報告では、握

索装置試験の概要を述べるとともに、これまでの試験

の実施状況を示し、年度別及び種類別推移などから近

年の特徴を分析する。 
 

２．握索装置試験の概要 
２．１．交通研の役割 
交通研では、握索装置の試験基準（FAS02-2007）

に従い、製作者・使用者以外の「第三者機関」として、

公正中立な立場から握索装置の機能や安全性を確認

するための試験を実施している。試験実施概要を図 1
に示す。 

 
 
 
 
 
 

図１ 試験実施概要 
 

２．２．検査・試験方法１）と判定について 
 握索装置の試験は、主として2.2．1．～2.2．3．に

示す方法により行い、判定基準に適合した握索装置を

合格とする。ただし、外観検査、形状及び寸法検査、

機能検査のいずれかの検査により不合格となった握

索装置は、耐滑動力試験、耐荷重試験などを行わず不

合格とする。 

 

２．２．１．外観検査・形状及び寸法検査・機能検査 
 外観検査は、各部の状態を目視により行い、ひび、

きず、まくれの有無を調べる。 
 形状及び寸法検査は、組立寸法及び部品の寸法を計

測し、図面との相違の有無を調べる。 
 機能検査は、使用する索条の公称径相当の場合と公

称径の 5％減相当の場合について動作を確認する。た

だし、自動循環式索道において索条の接合部を握索す

る握索装置については、使用する索条の公称径相当の

場合と公称径の 5％減相当及び 15％増相当の場合に

ついて動作を確認し、確実に握索できるものであるか

を調べる。形状及び寸法検査の状況を図 2 に示す。添

付図面に寸法の許容差が明示されていない場合は、Ｊ

ＩＳ等を適用する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図２ 形状及び寸法検査の状況 

 
２．２．２．耐滑動力試験 
 握索装置は、運転による衝撃や勾配による力を受け

ても、滑ることなく確実に索条を掴んでいることが求

められる。このため、耐滑動力試験により、握索装置

が索条方向に作用する力に対して十分耐えられるも

のであることを確認している。索条を水平又は路線の

最急こう配以上の状態で保持し、この索条に切断荷重
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